
〔
書
評FB何回
口・
7向。の何回当-
a

同，
y
o

可
町
。
ロ
。]
。
ぬ{
円
山]

ハu
o
s
u
o
ロ
巾
ロ仲

本書の
題
名の
意
味は
「日
本語に
対して
仮説として
提出された
文法

の一
例に
お
ける
音韻
部門」
とい
う乙
とになろう 。
Hrm
間同曲目自民O『

』
3
22叩
を
希求して
提出される
同日目白日
は
幾多あ
りうるわ
けで

あるが 、
その一
つ
の
候補とし
て
著
者
の
あげたのが
白
開gggRO同

γ司
自由お
で
ある 。
著者の
考えてい
る
文法の
中で
変換
部門
可
g田町ロ?

自主一口口弘
gB
3
5乏
の
次の
部門 、
すなわ
ち辞書
項目]
Z-g
ご仲冊目

がほ
ぼ
発
話の
順
序
に
並
ん
だ
も
の
を
入
力
と
し

音声表示
MM
E
SH-n

お胃g
gg江口口
を
出力と
する
部門 、
が
音韻部門
Mu
g
s-D曲目g-
8日­

Hu
g
gH
で
ある 。
要するに
本書は
生成文法
官
55Z
Z
伺円曲目自民
の

枠組の
中で
記述された日
本文法の
音韻論
||日

本語生成音韻論
ーー

で
ある 。

著者マコ
lレ
i

氏は
もと
数
学畑の
人で
あるが 、
後マ
サ
チュ
ーセッ

ツ工
科大
学(
芦H\
叶・)
の
の
宮自由
ご切
出血-Z
門下とな
り 、
現在シ
カゴ

大
学で
教鞭をとっ
てい
る
昭和
十年代生れの
若手言語
学者で
ある 。
氏

の
初期の
論考は
本蓄に
見られるよ
うな
音韻論に
関
する
ものが
主で
あ

っ
たが
現在は
生成意味論
宮
55t
2
8s
gzg
が
主とな
り 、
氏は

その
面で
生成文法界を
現在二
分して
の
ZBm
E
K
対立する一
方の
雄
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。ト→、

。
5
5
5
R
。]市
』
山
口

包括
的
。

同

早

洋

田

輝

になっ
てい
る 。

本書は
氏の
作品としては
初期の
ものに
属し一
九六五
年に
冨・円吋・

に
提出された
学位論文(評者未見)
の
改訂版で
ある 。
本書の
発行は

一
九六八年にな
り校正に
手間どっ
たと
聞い
たが
遺憾なが
ら
後に
見る

よ
うに
非常に
誤植の
多い
ものとなっ
てい
る 。

本書の
主目的はその
序に
述べ
られてい
る
所によ
れば
ω(本書執鋒

当
時の)
生成文法理
論の
解説 、
ω生成虫日韻論の
枠組で
構成された日

本語の
BBO
Er-可
gshvrg
な記述 、
ω日
本語のよ
うな
言語のア

クセン
ト

現象を
詳細に
吟味すると
とによ
りア
クセン
ト

体系の一
般的

形
式的特
質を
究明するこ
と 、
の三
点で
あるとい
う 。

ヂータ

システム

本書の
著者の
関心は
「新しい
資料の
蒐集よ
りももっ
ぱ
ら・::
体系

の
発見に
ある」(匂-m)
以上 、
我々
は
本書から
新しい
資料を
期待する

のでな
く

事実の
根底に
ある
体系 、
事実に
対する
説明に
注目しな
けれ

ばな
らない 。「した
がっ
て
私の
使
用
したインフォ
1マン
トは

生きた

人間よ
りもむしろ
大
部分辞書教科書で
あっ
た 。」(ヲ
印)
実際著者の

イ
ン
フ
ォ
!

?
ン
トはほ
とんど
『平山輝男編全国ア
クセン
ト

辞典』

280J
で
あ
り生きたイン
フォ
17ン
トとしては

現在カ
リフォルニ
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ア
大
学助教授の
黒田成
幸氏がい
た
程度に
過ぎない
模様で
ある 。

本書の
構成は
さきに
あげた
目的に
沿い
三
章にわかれてい
る 。
目
次

の
あらましを-訳して
次に
示そ
う 。

序一 、
生成音韻理
論(五一
ペ
ージ)

文
法の
概念 。
音韻部門の
機能 。
音
韻
規
則
の
形態 。立日韻部門の
構

造 。
境界要素 。
音節とモ
lラ 。

二 、
日
本語の
分節音韻論(六八ペ
ージ)

語
染の
層別 。
種々
の
問題 。
分節音一
覧 。
活用 。
漢字形態素 。
分節

音韻論規
則一
覧 。

三 、
ア
クセン
ト(五
四ペ
ージ)

総論 。
日
本語の
音節とモ
lラ 。
ス
トレス
アクセン
ト 、
ピッ
チアク

セン
ト 、

声調
言語 。
文節 。
名詞 。
動詞と
形
容詞 。
前節の
規則に
対

する
若
干の
例
外 。
複
合名詞 。
文節 。
循環
規則一
覧 。
結語 。

付録一
室開業
表(六ペ
ージ)

付録二
日
本語諸
方言のア
クセン
ト(十三ペ
ージ)

文
献目録
(四ペ
ージ)

第三
章
中に
「文
節目ro
zo
g-omFn色町
rg巾」
と題
する
節が二つ
あ

るが 、
内容に
即してい
えばそ
れぞ
れ
「文節につ
い
て」
「文
節
ど
うし

のア
クセン
ト」
あるい
は
「文アクセン
ト」
とで
も
すべ
き
も
ので
あ

ヲ令 。

評〕

*

本

車

第一
章
「生成音韻理
論」
は
生成音韻論全般の
要領のよい
解説にな

っ
てい
る 。
乙
れを読むこ
とによ
り生成文法の
構成や
音韻論の
規則の

表
現法 、
種々
の
約束 、
仮定した理
論を評
価する
規準な
どにつ
い
て一

〔書

通
り理
解で
きるよ
うにな
り 、
乙
の穫の
研究にな
じみの
うすい
人にと

っ
ては
生成音韻論の
諸
研究を知る
上で
便利な
手引となるで
あろう 。

もちろん
本書独
自の
約束を知るために
読まな
くてはな
らない
章で
あ

司ゐ 。本章の
中で
特に
次の二
点につ
い
てと
りあげよ
う 。
一
つ
は
境界要素

右
目ZS目白-mg
g円
の
問題で
ある 。
と
れは
本書独自の
もので
興味が

ある 。
言語を記述するには 、
例えば形態素と形態素の
境界 、
単語と

単語の
境界 、
文
節と文
節の
境界等を明確に
区別するこ
とが必要で
あ

るが 、
本書では
次に
示すよ
うに
十簡の
境界要素を認め
てい
る 。
と
れ

はS
記号を最上
位として
順次下位に至る
階層をなしてお
り 、
上
位の

ものは
すべ
ての
下位の
もの
を含むと
考える 。

S

ポ
l
ズ
(
実
は
文
の
境
界
の
よ
う
で
あ
る)

@

大
文
節
境
界
(
最
強
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
一
つ
だ
け
あ
る
領
域
の
境
界)

%

小
文
節
境
界
(
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
一
つ
だ
け
あ
る
領
域
の
境
界)

4
単語
境界

払
内部単語境界(単語
の中に単語
が埋込ま
れて
い
る複合語
の内

部
の
境
界)

事
聞
が
出
になる
範囲の
境界

複
合
語
境
界
(
漢
字
形
態
素
の
境
界
で
も
あ
る)

/
アクセン
ト

核牽引領域境界

&
形態素
境界

σ

音
節
境
界
(
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
担
う)

音韻
規則は
すべ
て
位
gロr
が
指定されてい
る 。
例えば
語中(母音問)

の
聞
を
巴
に
する
規則は

骨
の
位
で
あるから 、
両側に

骨(以上の
境

界)
があ
り
内部に骨(以上の
境界)
のない
音連続
中に
適用される 。
例
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えば
韓国D九回同日白#《大鍛益》
の
場合乙
の
規則は
#MDO骨
の
領域と

J曲同出血#
の
領域と別々
に
適用
されるζ
とに
な
る
か
ら 、
ぬ曲目白
の
聞

は
語
中(母音問)
でな
く 、

従っ
て
出
にな
らない 。
また
母音聞の
唱

をr
に
する
規則は#
の
位で
あるか
ら#N待望#《是非》
に
適用
される

と 、
司
の
前に一
が
あっ
て
も・
は#
よ
り下
位で
あるか
ら乙
の
規
則の
適

用
領域は#N0・世
主
全体で
あ
り 、
唱
は
問題なく
母音聞とされてr
に

な
る 。こ

うい
う
規
則の
適用
法はきわめて
巧妙で
あり事実をよ
く説明して

い
るが
境界要采の
数が
十箇とい
うのは
多い 。
何とか
もう少し少ない

要采で
説明で
きない
もの
かと岡山う 。

こ
の
立で
と
りあぐべ
き
第二
の
点は
「音
節
と
モ
l
ラ」
の
問題で
あ

る 。
乙こ
でい
う
音節は
ミ-vzm
の
訳で
あっ
てモ
lラ(拍)

の
同義
語

ではない 。
本書で
問題に
する
東京語には一
モ
l
ラ
に
あ
た
る短
音節

と 、
長母音 、
二
重
母音 、
携
音 、
促音を含むニモ
lラに

当る
長音節と

が
ある 。
例えばH
B
S《一
本》
は二
音節(f・
3ロ)
で
あるが
四モ
iラ

(ナ司自
官
主
で
ある 。
著者は
吋E
rRrof
oz
ENE同叩
仏R
ED
E-0・

m-o
の
多少あ
い
ま
い
な
用語で
ある
「音
節
計
算
言語m-5
28E
g庶

ω司gn
Z」
と
「モ
lラ

計算言語
B2
38E
g念
ω日Mgnyと
か
ら
出発

して
次のよ
うに
用語を
定めた 。
す
な
わ
ち 、
「X
のn
単位前(後)
に

ス
トレ
ス
(高ピ
ッチ)
を
置
け」
とい
うよ
うな
規
則の
単
位(音韻的距

離の
単位)
が
音節の
時
そ
の
言
語
を
「音節計算言語
BOB'n
gEE向

日
吉岡
E町四」 、
その
単
位がモ
lラの

時「モ
lラ

計算言語
Bog-n
gロ門戸口同

日
吉岡
E悶叩」
とよぷ 。
またス
トレス 、

高ピッ
チ
等のア
クセン
ト

現象の

担い
手が
音節で
あるかモ
lラで

あるかによっ
てそ
れぞ
れ
「音
節言語

m可-zrz
zロ間口担問叩」「モ
lラ

言語
Bog-白口問己白岡市」
とした 。
例えば

古
典ギリシャ
語はア
クセン
トの
ある
長音節に
上
昇調と
下降調の
区別

が
あるが
短
音節やアクセン
トのない

音節には乙
の
区別がない 。
乙
乙

では
上
昇調は
長音節(二モ
lラ

音節)
の
第二モ
lラにア
クセン
トが

あ
り下降調は
第一
モ
lラにア

クセン
トが
ある 。
すなわちア
クセン
ト

の
担い
手は
音節でな
くモ
lラで

ある 。
乙
れに
対して
古
典ラテン
語の

ア
クセン
トの
ある
長音節はア
クセン
トの
ある
短
音節と
同じこ
とで 、

ア
クセン
トが
あるのは
長音節の
第一
モ
lラか第二モ
lラかとい
う区

別はない 。
乙乙
で
は 、
ア
クセン
トの

担い
手はモ
lラでな
く

音節で
あ

る 。
とと
ろが
古
典ラテン
語のアクセン
トの

置き
方(音韻的距離}
は

音節でな
くモ
lラで

ある 。
すなわちその
規則は
「語末音節のニモl

ラ
前の
音節にア
クセン
トを

漬け」
とい
うζ
とになる 。
古
典ラテン
語

では
長母音 、
閉音節 、
その
両方を含む
ものの三
種が
長音節(ニモ
l

-7)
で
ある 。
次の
例を
見よ 。
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illψ

円釦

:
:
白円脚
立
5

ll↓

円船

田u

Z回

:・:・白円曲目U門口M
illψ

口 hp
白司HE凹

・・:白口白同ロ凹

!llψ
::
山
口曲
一円ロ田

古
典ラテン
語はアクセン
トの

距
離がモ
lラでアクセン
トの

担い
手が

音節で
あ
る
か
ら
「モ
lラ

計算の
音節一言語
ヨDS・8E三宮岡
田可-Err

-白口間口曲四月」
とい
うこ
とになる 。

日
本語
(東京語)
は
古
典ギリシャ
語のよ
うな「モ
lラ

計算のモ
l

ラ
言翠巴
でな
く古

典ラテン
語のよ
うな
「モ
|ラ

計算の
音節言語」
で

ある乙
とを第三
章で
論証してい
る 。
乙
れ
を
少
し先まわ
りして
示そ

・つ。 -:曲口同門口日

同
同己目

同白Z泊

日
本語で
はモ
lラが

長さの
単位をな
す 。
ω詩の
韻律はモ
lラ

数に



基い
てい
る 。
歌唱の
場合に
援音で
さえ
音符一
筒に
該当してい
る 。
ω

日
本語ア
クセン
トの

高低はモ
lラ

単位でしか記
述で
きない 。
ω日
本

語にはモ
1ラ

数に
依
存する
音韻規則は
存在するが
音節数に
依
存する

音韻規則はない 。
例えば
ある
類の
外来語の
ア
クセン
トは

語
末から三

つ
めのモ
lラに

ある 。
従っ
て
日
本
語
は
「モ
lラ

計算の
言
語」
で
あ

る 。
しかし

ω
長音節(ニモ
lラ

音節)
におい
てア
クセン
トの
ある
第

一
モ
lラ
とア
クセン
トの

ある
第二モ
lラの

区別はない 。
第一
モ
lラ

だ
けにしかア
クセン
トは

ありえない 。
ωさきの
外来語の
ア
クセン
ト

の
規則で
も語
末から三モ
lラめがた

ま
/\

長音節のニモ
lラめに

当

た
ればア
クセン
トは語末から四モ
l-フめに

移る 。
すなわ
ちと
の
規則

は
正し
くは
「語末から三つ
めのモ
1ラ

を
含む
音節にア
クセン
ト

を
置

け」
とな
る 。
ωニモ
lラ

名詞が
複
合語の
(最)
後部要素になっ
た
時

そ
れが
頭高型ア
クセン
トの

場合はその
結果で
きる
複
合語を平板型ア

クセン
トに
しない
が 、
ニモ
lラめがモ
l-フ

音素の
時は
平板型ア
クセ

(注1)

ン
トの

複
合語をつ
くりうる 。

例 、
Z」ロ《盤Y
RE包J--
E Jロ
↓Mm-

HE
Z
gロ《LP
盤》 。
乙
の乙
とから
ZJロ
は
苫自己《山》
な
どと
同

じく
尾一角型 、
すなわ
ち
最終音節にア
クセン
ト

核(以後
「ア
核」
と
略

す)
の
あるζ
とがわかる 。
以上の
点から日
本語は
古典ラテン
語のよ

うな
「モ
lラ

計算の
音節言
語」
で
ある 、
とい
う 。
と
の乙
とは日
本語

の
音韻
構造を理
解する
上に 、
また
実際の
ア
クセン
ト

規則を仮
定する

上に
も 、
きわめて
重要な
指
摘で 、
今まで
十分顧みられなかっ
た乙
と

で
ある 。

(
注
1)
誤
植
の
指
摘
以
外
は
原
則
と
し
て
原
著
の
ア
ク
セ
ン
ト

記
号 "
を

す
べ
て
J

K
か
え
た 。

*
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第二
章「日
本語の
分節
音韻論」
ではア
クセン
ト 、
イン
ト、不!シヨ

ン
以
外のほ
とんど
すべ
ての日
本語共時音韻論につ
いて一
通り論じて

ある 。まず子
音の
問題
で
あ
る
が 、
b(チ 、
チャ 、
チュ 、
チョ
の
子音) 、
静

(シ 、
シャ 、
シュ 、
ショ
の
子音) 、
小(デ酢
の
濁音)
とい
う三つ
の口
蓋

化
音を非粗擦性
音
ロDロ'回片岡丘四三(Hg四日-o
主
としてい
るのは
合点が

い
かない 。
非口
蓋化立田口-muN(それぞれッ 、
ス 、
ズの
子音)
が
非集

約性
音
ロロロ・nog
-恒三(H門訳出向ロmm)
で
あるのに
対し
??片
は
集約性
音

85
官三
としてい
るから 、
ζ
れを粗擦性回四円丘町ログ
集約性に
すると

英語などの
HH・H・ιω
と
同じになっ
てまずい
と
考えたので
あろうか

(しかし口
蓋化が
大分違う) 。
と
れは
本
書
の
よっ
て
い
る
古い
素性

向
g
z
s
体
系
(cro
g凹r
v
国曲目
芯
呂田∞
以
前
の
も
の)
の
故
で
あ
ろ
う 。

pp仲
を
ppN
と
同様に
粗擦性とした
方が
本書に
あげられてい
る
粗

擦性指定の
規則も一
一層簡単になる 。

「語突の
層別」
の
節において日
本語の
語梁は
音韻体系から「和語」

「漢語」「擬音擬態語」
「外来語」
の四層に
分けられてお
り 、
その
層

別に
依存する
規則の
種々
あるζ
とが示されてい
る 。
各局の
素性の
指

定は上述の
順に
複雑さを
増してい
る 。
もちろん乙
の
層別は
通
時的な

ものでな
く 、

全く共時的
音韻論上の
もので
あるから歴
史的に
明らか

に
その
形態素の
由来がわかっ
ていて
も音韻上の
機能が
特にそ
うでな

い
限り「和語」
になると
考えてよい 。

口
蓋化子音を
Q
で
表わし
非口
蓋化子
音を
の
で
表わせ
ば和語の

母音と
子音の
可能な
組
合せ
ば
次のよ
うに
六
通
り
だ
け
で
ある 。
。F

の0・
。p
or
。p
。曲 。
母音
F
90
の
前に口
蓋化子音は
来ない

(Moor♂ロ
向。一N色目曲目ロ《大きゅ
うど
ざい
ます》
などは
後の
規則で
出る
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もの
で
あ
り 、
基
底形に
ある
形では
ない) 。
また日
の
前には口
蓋化子音

の
みが
来る 。
白
の
前に
来る口
蓋化子音の
例として
著者は
E
ZZ《
喋

る
》、

2
2
2
《
酒
落
る
そ
M
S
E
E
《
仰
し
ゃ
る
》、
N
町
広
E
E
《
い
ら
っ
し
ゃ

る》
な
ど
をあげてい
る 。
以上の乙
とか
ら和語では
六つ
の
母音
pr
F

P0・帥
を認めれば
子音に口
蓋化の
区
別を認めな
くと
も規則で
そ
れを

指定で
きる 、
と
する 。
酔
で
表わした
母音は
前舌
gロ・同お
話
の
狭母音

岳民E8
で
広母音
85
宮2
とい
う矛盾した
素性値が与えられてい
る 。

そ
れで
「前舌の
狭母音(つ
まり』
と
と
の
前の
子音は口
蓋化しその
他

の
母音の
前の
子音は口
蓋化しない 。
子
音の口
蓋化を指定した
後に
帥

は曲
と
合流して
非狭母音の
広母音になる」
とい
う一
連の
規則を設け

て
処理してい
る 。
ζ
れは
容易に
承認で
きない
所で
あろう 。
口
蓋化だ

けの
ために
最終的(音声的)
に
決して
現われない白
と仙
の
区
別を設

け
る
乙
と
(
乙
の
種
の
「
絶
対
的
中
和
釦
go
E件。
ロ巾
E
S--
s
z
o
ロ」

に
つ
い

ては
百町民件可
呂田∞
の
批判が
ある) 、
しか
もその
母
音
は
狭
母
音
で

広
母
音
と
い
う
実
現
不
可
能
な
音
で
あ
る
こ
と
(
乙
う
い
う
母
音
の
存
在
を

のrog日ruT
同色ぽHDS
は
否定してい
る)
な
ど
問題で
ある 。
また
〔曲]

の
前の口
蓋化
音は
Pι(MogOB《玩
具》 、
gr
02ロ《ひ
さ
子さん》
な

ど)
に
限られよ
う 。
ZT立国怖い
の
問題と
すべ
きょ
うで
もある 。
あるい

は、NO酔g
EW
M
吉弘
E
E
は
後の
音韻規則で
出る
形で 、
ES(HE)・
zgz

な
どは
共時的に
漢語に
属する
もの
か
もしれない 。
そ
うすれば
E
Eロ

《
左
官》、

E
S
D
訟
《
杓
文
字国

な
ど
と
同
じ
層
に
入
り、

我
々
の
語
感
と
も

多少一
致する 。HOBos-
grosロ
な
どは
「幼児語」
とい
う形態素素

性を
持つ
もの
か
も
し
れ
な
い 。
著者は
「おと
うさん」「おか
あ
さん」

な
どの長母
音に
対して
「よびか
け語
zkr
E自由」
の
素性を設けてい

るの
だから 。

「漢語」
と
「擬音擬態語」
では
守タ
ロ
の
他はあらゆる
組合せ
が

可
能なので
基
底形におい
て
子音の口
蓋化を区別してい
る 。
乙の二
局

で
も白
の
他に
上述の降
を認めてい
る 。
実は仙
を
認めな
くて
も 、
和語

の
場合の
「非外来語におい
て
前舌狭母音の
前では
子音は口
蓋化し 、

前舌非狭母音の
前では口
蓋化しない」
と
い
う
規則さえあれば
守P

Q
を生じさせ
ない
ためには
十分で
ある 。
た
だしそれだ
けでは
苫
が

出な
くなるか
ら白
は
後舌母音にしな
ければ
な
ら
な
い 。
(本書では曲

も
前舌母音としてい
る)

「外来語」
では
すべ
ての
母音[pr
FPD]
の
前で
子音の口
蓋化が

区別されるとしてい
るので
五
母音の
みを認め
すべ
ての口
蓋化子音を

認め
てい
る 。
た
だ
外来語とい
えど
も我々
が普通区
別
しない
忠吉♂

自之日よ
日弘子ユ
等の
区別を認めてい
るのに
対し 、
かな
り一
般的な区

別
Z\仲間口(本舎の
表記では
2)
及びその
濁
音の
区別を認めない
の

は
賛成しかねる 。

子音の口
蓋化と
母音体系につ
い
てかの ，フロッ
クの日
本語四
母音説

を批判してい
る。
巴
onr
忌怠曲
は
(多
少
7
コlレl式
に整
理す
れ

ば)
現代日
本語の
母音は四つ
で(PPD-ロ
で
表わす)
次のよ
うな
均

斉のとれた
体系をな
す 、
と
する 。

。
p
の
ぷ"
。
F
の
JHW
。
0・

【V
0・
。
p
。
ぷ(
H
〔
の
三])u
my
可
P

F
U『
E・
o­

v、0・
p
uB(H口]) 。
著者の
反論は
次の
通
りで
ある 。
四
母音式では
凶
子

音の口
蓋化から
後続母音の立国側を指定する
規則が必要で
ある 。
五
母

音
式(僻
は
今問題か
ら外して)
で
は倒
後続の
母音から先行
子音の口

蓋化を指定する
規則(Q↓
Q』)
が
必要で
ある 。
同も倒も生成音韻論

の
規則としては
同じ
複雑さで
優劣はない 。
しかし
動詞の
変化の
説明

には
ど
うして
も倒が必要で
ある 。
四
母音式では
凶回二つ
の
規則が
必
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要
で
あ
る
の
に
対
し
五
母
音
式
で
は
凶
だ
け
で
よ
い
と
と
に
な
る。
従っ
て
五

母
音
式
の
方
が
優
れ
て
い
る。
規
則
倒
の
必
要
な
動
詞
活
用
の
例
と
し
て
「
待

て
る」
「
待
ち
ま
す」
を
あ
げ
る。
(注2)

[
自
白芯E]

[
自民-
自
白田口]

凶H
a
時
制打

\
包
白骨

hr

2
E
\

\
自
己

hp
F
g
g
E
\

国
砲
時
比

\
自
己

hv

R
E
\

\
自
白骨

hr
u可冊
目曲目
ロ
\

四
母
音
式
で
は
寸
待
ち
ま
す」
の
可
が
前
の

ごケ』
口
蓋
化
す
る
規
則
と
後
の
ぬ

を』
に
す
る
規
則
の
二
つ
が
必
要
だ
が、
五
母
音
式
で
は
-
が
前
の

ごケ』
口
蓋

化
す
る
規
則
だ
け
で
す
む。

子
音
に
つ
い
て
ハ
行
子
音
の
議
論
が
な
か

/\
よ
い。
和
語
と
漢
語
で
は
ハ

行、
パ
行、
フ
ァ
行
の
対
立
が
な
い
の
で
文
法
の
辞
書
中
に
あ
る
無
声
子
音
は

旬
、-
F帥
の
四
つ
だ
け
で
あ
る 。
(
音
声
的
に
は
MM・
o-
Y
も
現
わ
れ
る
が
そ
れ

は
規
則
で
指
定
で
き
る。)
従っ
て
乙
乙
で
切
の
活
字
で
表
わ
し
た
も
の
も
決

し
て
0・
r
等
に
対
立
す
る
唇
の
閉
鎖
音
で
は
な
い。
乙
の
場
合
MM
は
破
裂
音

か
摩
擦
音
か
の
指
定
も
さ
れ
て
い
な
い
(
区
別
が
な
い)
も
の
で
あ
る。

擬
音
擬
態
語
は
と
れ
に
対
し
ハ
ラ
ハ
ラ、
バ
ラ
バ
ラ
の
よ
う
な
ハ
行パ
行
の

対
立
が
あ
る
の
で
無
声
子
音
は
?
?
-F
P
Y
に
な
る。
乙
の
層
の
勺
と
r
は、

前
者
が
破
裂
音、
後
者
が
摩
擦
音
で
あ
る。
因
み
に
r
で
表
わ
し
た
も
の
は
子

音
性
nO
BO
Eロ円
乙
で
あ
っ
て
滑
脱
音
色
三刊
で
は
な
い。

外
来
語
は
パ
行ハ
行
の
他
フ
ァ
行
も
区
別
さ
れ
る
の
で
そ
の
無
声
子
音
は

同M
L-
F
F白w
r
と
な
る 。

和
語
漢
語
の
母
音
問
の
当
は
切
に
(
当
然
共
時
的
に)
由
来
す
る
(
例、

宮
宮4E
dq曲
《川》)
と
か、
N-企
唱曲
《一
一羽》 、
85
g
《
三
羽》 、
訟hu官

《
十
羽》
が
そ
れ
ぞ
れ
M
E一
宮-
gロ ・
宮-
N一切口一
宮
(日
は
複
合
語
境
界)
か
ら

導
か
れ
る
と
か
の
規
則
は
統一
的
に
う
ま
く
で
き
て
い
る。
「
場
合」
と
い
う

評〕〔書

語
の
発
音
が
[
EM
巳
i
g
dq
巳
l
g
u函一]
と
い
う
変
種
を
見
せ
る
乙
と
も
そ

の基底
形
を
そ
れ
ぞ
れ
ENp
gHM
巳(
た
だ
し
音韻
規
則
の初
め
の方
で日

が落
さ
れ
て

gua
に
な
る
と
し
て)、
rt
巳(初
め
か
ら二
が
な
い)
と
し
て

同
様
の
規
則
を
適
用
す
れ
ば
得
ら
れ
る。
つ
ま
り
[
E
EF]
は
も
と
/\
複
合

語
の
時
の
発
音、
P
ES-]
は
も
と
/\
は
複
合
語
な
の
だ
が
音
韻
規
則
の
ど

乙
か
で
複
合
語
で
な
く
な
っ
た
時
の
発
音、
[
Z
苫口
は
も
と
か
ら
複
合
語
で

な
い
時
の
発
音
と
い
う
説
明
に
な
る 。
(巳
の
基
底
形
は
厳
密
に
は
曲目円
で
あ

る。)
乙
れ
は
勿
論
共
時
態
で
の
話
で
あ
る。

種
々
興
味
あ
る
音
韻
現
象
の
説
明
が
あ
る
が、
連
濁、
そ
れ
に
関
連
し
た
ガ

行
の
鼻
音
化
は
ま
だ
う
ま
く
説
明
で
き
て
い
な
い。
動
詞
形
容
詞
の
活
用
は
な

か
な
か
巧
妙
な
規
則
で
説
明
し
て
い
る。
で
き
れ
ば
形
容
詞
の
活
用
に
も
う一

歩
つ
つ
ζ
ん
だ
分
析
を
望
み
た
い
と
乙
ろ
で
あ
る。

ハ
ッ
キ
リ、
ヒ
ッ
ソ
リ、
ノ
ン
ピ
り
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
リ
延
長
語
幹」
は

ロor-
hr
o
hw
ユ
↓ロoo
z
hw
ユ
↓ロor
広
除町一
↓ロロ
日
z
hw
ユ
の
よ
う
に
子

音
転
入
の
規
則
を
加
え
れ
ば、
あ
と
は
動
詞
の
活
用
の
規
則
と
共
通
の
規
則
で

処
理
さ
れ
る 。
(
黒
田
忌
8・
HU
g
参
照 。
た
だ
し
と
れ
と
は
ま
た
違
う
規

別
で
あ
る。)
上
記
三
例
は
そ
れ
ぞ
れハ
キ
ハ
キ、
ヒ
ソ
ヒ
ソ、
ノ
ビ
ノ
ビ
の

中
に
あ
る
の
と
関
連
あ
る
形
態
素
か
ら
出
て
お
り、
ヤ
ワ
ラ
カ
な
ど
の
ヤ
ワ
か

ら
も
ヤ
ン
ワ
リ
が
出
る
と
書
か
れ
て
い
る
が、
残
念
な
が
ら
本
書
の
規
則
か
ら

は
ヤ
ッ
パ
リ
に
な
っ
て
し
ま
い、
規
則
に
修
正
を
要
す
る。
そ
の
他
サ
ラ
サ
ラ

の
サ
ラ
か
ら
サ
ン
ラ
リ
な
ど
の
形
が
出
な
い
よ
う
な
工
夫
も
必
要
で
あ
る。

と
う
い
う
生
成
音
韻
論
の
最
終
出
力
形
を
ど
の
程
度
ま
で
の
詳
し
い
音
声
的

記
述
に
すべ
き
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
本
書
を
見
て
感
じ
ら
れ
よ
う。
例
え
ば

「
本
へ」
「
本
を」
「
本
は」
の
最
終
形
は
本
書
の
規
則
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

[yoo同P
F004f0・
}Hoo
ds】
(唱曲
の
毛
は
鼻
音
化
し
て
い
な
い)
と
な
っ
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て
現
わ
れ
る。
鼻
音
化一
つ
を
と
っ
て
も
も
う
少
し
上
位
の
(
抽
象
的
な)
段

階
で
物
理
的
解
釈へ
の
入
力
と
すべ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る。

(
注
2)

本
舎
は
音
素
を
認
め
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
以
上
[

]

は
一

層
具
体
的
な
音
声
表
示、
\\
は
一

一周
抽
象
的
な
表
示
と
い
う
よ
う
に
相
対

的
な
も
の
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

$
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第
三
章
「
ア
ク
セ
ン
ト」
は
さ
す
が
に
本
書
の
母
体
と
な
っ
た
学
位
論
文
が

「
標
準
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
寸
宮
〉
2
8
Z曲目
ω
3
5
5
0同
ω
gロ
ヂ

担『仏
』
3
8
2
と
と
あっ
た
だ
け
に
新
見
に
富
む
も
の
で
あ
り、
現
代
東
京
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
現
象
の
ほ
と
ん
ど
すべ
て
の
問
題
に
触
れ
て
い
る。

日
本
語
が
「
モ
!
ラ
計
算
の
音
節
言
語」
で
あ
る
と
い
う
議
論
は
す
で
に
紹

介
し
た。
日
本
語
が
声
調
言
語
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
著
者
は
次

の
よ
う
に
述べ
て
い
る。
ω
ス
ト
レ
ス
ア
ク
セ
ン
ト一
言
語
(
例、
英
語)、
ω
ピ

ッ
チ
ア
ク
セ
ン
ト
言
語
(
例、
日
本
語)、
ω
真
の
声
調
言
語
(
例、
中
国
語)

の
三
類
の
中
ω
は
ス
ト
レ
ス
を
用
い
る
に
対
し
ω
と
ω
は
ピ
ッ
チ
を
用
い、
音

響
的
形
態
が
似
て
い
る。
し
か
し
形
態
索
中
に
含
ま
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
情
報

と、
基
底
形
か
ら
発
話
の
形
を
導
く
規
則
の
両
者
か
ら
い
っ
て
想
像
以
上
に
ピ

ッ
チ
ア
ク
セ
ン
ト
言
語
は
ス
ト
レ
ス
ア
ク
セ
ン
ト
言
語
に
近
く、
声
調
言
語
と

は
別
物
で
あ
る、
と
結
論
す
る。

動
詞・
形
容
詞
に
付
随
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
も
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る

が
紹
介
を
省
く。
と
ζ
で
は
平
板
型
ア
ク
セ
ン
ト
名
詞
は、
例
え
ば
J
B一
苫
E

《
都》
の
よ
う
に、
最
初
に
ア
核
が
あ
る
と
す
る
説
を
紹
介
し
よ
う。
動
詞・
形

容
詞
は
音
節
数
と
関
係
な
く、
平
板
型
か
起
伏
型
か
の
二
類
し
か
な
い
が、
接

尾
辞
や
名
詞
は
「
そ
の
音
節
数
プ
ラ
ス
ご
通
り
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
区
別
さ

省也

れ
る。
二
音
節
接
辞
で
は
Jm
pp
白血」ι0・
r
R
ち
の
よ
う
に
三
通
り
あ
り、

二
音
節
名
詞
で
も

冨回目《
端》、

宮」
巴
《
箸》、

宮田
つ
《
橋》

の
よ
う
に
三
通

り
あ
る。
従っ
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
付
き
う
る
位
置
は
音
節
数
よ
り一
箇
多
い
も

の、
す
な
わ
ち
音
節
境
界
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
る。
上
例
の
場
合
接
辞
で
は

すべ
て
の
音
節
境
界
に
ア
核
が
付
い
て
い
る
か
ら、
平
板
型
名
詞
宮丘
《
端》

も
J
Em-
と
す
る
の
が
基
底
形
式
と
し
て
は
合
理
的
で
あ
る。
乙
の
名
詞
語
頭

の
ア
核
は
後
に
「
文
節
初
頭
の
ア
核
を
消
せ」
と
い
う
規
則
で
消
え
る。
乙
の

名
詞
語
頭
の
ア
核
は
複
合
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
説
明
す
る
の
に
有
効
で
あ
る。

(
以
下
ζ
の
段
の
例
は
評
者
の
選
ん
だ
も
の
を
含
む
。)

例
え
ば
r白J
r
=
s

《
兜》
に
J
SE丘
((
虫》
が
続
け
ば、
後
者
が一
形
態
素
ニ
モ
l
ラ
以
下
で
あ

る
か
ら、
「(
最)
後
部
要
素
の
最
初
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
複
合
語
全
体
の
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
る」
と
い
う
規
則(のム
と
か
ら
E
E
ga」
B口弘
に
な
る。
独
立
の

時
に
平
板
で
な
い
名
詞
で
複
合
し
た
時
に
構
成
要
素
の
聞
に
ア
核
の
く
る一
形

態
素
ニ
モ
1
ラ
以
下
の
名
詞
に
は
二
つ
ア
核
を
認
め
れ
ば
よ
い
(
例、JMロ
SJ

《
歌
て
」
ロ
ロ」回目
《
主
》)
。

EJ
間
口同白
《
神
楽》

に
JN
E押
印」

が
続
け
ば、

上
述

の
規
則
(Ci
F)
で
E間口
g・JUE
S
に
な
る。
」UE門
町
二ロロJ2
が
独
立
に

用
い
ら
れ
る
時
は、
複
合
規
則
よ
り
後
に
適
用
さ
れ
る
上
述
の
文
節
初
頭
ア
核

落
と
し
の
規
則
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
MZ
SJ
ロロ」巳
に
な
る。
複
合
語
は
決
し

て
尾
一一品
型
に
な
ら
な
い
の
で、
上
述
の
規
則(の
ム
と
よ
り
後
に
「
複
合
語
末
の

ア
核
は
語
頭
に
移
す」
と
い
う
規
則(のlF)
を
設
け
て
い
る。
例
え
ば
BE
S

JSZ
《
紫
》

にM-HC」
《
色》

が
続
け
ば
(のlg)
で
gESSE-M-gJ
に

な
り、
つ
い
で(CIF)
で
J
BE
S
Er--M-
8(
つ
ま
り
平
板
型)
に
な
る。
こ

の
他
複
合
語
の
規
則
は
非
常
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
が、
そ
れ
で
も
例
え
ば
平

板
型
複
合
語
を
つ
く
る
後
部
二
モ
l
ラ
要
素
は
尾
高
型
と
は
限
ら
な
い
等
ま
だ

ま
だ
研
究
の
余
地
は
あ
る。

100 



The Phonological Component of a Grammar of Japanese 

本
書
の
規
則
か
ら
出
て
く
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
最
終
的
な
高
さ
は
高・
中・
低

の
三
段
階
に
な
っ
て
い
る。
例
え
ば
「
ド
ン
ナ・
ト
コ
ロ
エ
・
イ
ッ
タ
ラ、
イ

イ
カ・
オ

刈判対列州制川吋剖
ン
カ」
と
い
う
文
の
場
合、
上
の
実
線
を
ふ

っ
た
部
分
が
高、
点
線
の
部
分
が
中、
線
の
な
い
所
が
低
に
な
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る。
-
で
区
切っ
た
範
囲
が
小
文
節
目
EDH
ero
g-白
色
g-)
句
Z
S刊、

「
ド
ン
ナ
ト
コ
ロ
エ
イ
ッ
タ
ラ
イ
イ
カ」
と
「
オ
シ
エ
テ
ク
ダ
サ
イ
マ
セ
ン
カ」

と
が
そ
れ
ぞ
れ
大
文
節
目白」DH
ero
S
F
巴
83
z
g
g
で
あ
る。
大
文
節

の
境
界
を
与
え
る
規
則
は
で
き
て
い
な
い
の
で
文
ア
ク
セ
ン
ト
を
文
構
造
か
ら

与
え
る
こ
と
は
本
書
の
規
則
で
は
で
き
な
い。
と
れ
に
つ
い
て
は
評
者
に
若
干

の
試
み
が
あ
る(
早
回
忌斗H)。
本
質
的
な
問
題
と
し
て
文
の
音
の
高
さ
を一角
中

低
の
三
段
階
で
表
現
す
る
乙
と
の
意
義
が
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う。

紹
介
すべ
き
乙
と
は
多
々
あ
る
が
す
で
に
予
定
の
ペ
ー
ジ
数
を
越
え
て
し
ま

っ
た
の
で
省
略
せ
ぎ
る
を
得
な
い。

評〕

*

*

*

 

付
録一
と
し
て、
複
合
語
の
後
部
要
素
と
な
っ
た
時
に
平
板
ア
ク
セ
ン
ト
の

複
合
語
を
つ
く
あ
形
態
素
六
十
八
箇
と
複
合
語
の
境
界
に
ア
核
の
く
る
形
態
素

四
寸-
箇
を
そ
れ
ぞ
れ
複
合
語
の
例
を
付
し
て
あ
げ
て
い
る。

付
録
二
は
「
日
本
語
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト」
と
題
し
て
十
三
ペ
ー
ジ
に
わ

た
り
日
本
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
概
観
と
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
部
分
的
な

が
ら
興
味
あ
る
論
考
を
示
し
て
い
る。
例
え
ば
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
二
音
節
名

詞
は、
、
州市《
口》、
ム」
℃《
石》、
J
4
U《
松》、
J
A『」て」
《
猿》
の
よ
う
な
均

斉
の
と
れ
な
い
形
で
な
く、
「
猿」
は
J
d，
Jて
の
よ
う
に
解
釈
すべ
き
で
あ
る

(
す
な
わ
ち 、
高
く
始
ま
る
語
で
も
低
く
始
ま
る
語
で
も
ア
核
は
語
末
以
外
の

す
べ
て
の
音
節
境
界
に
付
き
う
る)
と
説
き 、
J

OJ
O
がJ
O
OJ
K
実
現
す

る
規
則
は
動
詞
形
容
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
説
明
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と

〔書

と
を
述
べ
て
い
る。
な
か
な
か
魅
力
的
な
説
で
お
そ
ら
く
正
し
い
の
で
あ
ろ
う

が
何
分
資
料
が
「
平
山
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典」
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
説
得

力
が
十
分
で
な
い
点
惜
し
ま
れ
る。

鹿
児
島・
京
都・
東
京・
札
幌
の
四
方
言
か
ら
二
音
節
名
詞
の
原
始
ア
ク
セ

ン
ト
形
Mu
g
s-
ミ旬帽
を
至
極
穏
当
な
形
に
再
構
し
て
い
る
が、
ニ
音
節
名
詞

だ
け
の
乙
と
で
あ
る
し、
ま
た
著
者
が
名
義
抄
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
全
然
知

識
を
持っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
産
物
な
の
で
こ
こ
で
何
も
い
う
乙
と
は
な

*

*

*
 

最
後
に
誤
植
そ
の
他
評
者
の
気
づ
い
た
点
を
あ
げ
よ
う。
必
ず
し
も
読
み
や

す
く
な
い
本
書
を
読
む
上
で
幾
分
な
り
と
も
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る。
[
]

内
の
最
初
の
数
字
は
ペ
!
ジ、
次
の
数
字
は
行
数、
マ
イ
ナ
ス
記
号
は
行
を
下

か
ら
数
え
る
乙
と
を
示
す。

[N斗-
HH]
[
+丘町]山
↓
[12H〕U
[目白・印〕『又毛gロ
ロ曲ロ仏
肘↓
Z
Zm
g

。
sι
り・
[ma-
-∞]

「棺
おい
立
↓
2
8」
一件
「#N白山町一帯
↓輔
自一
宮#

2
8」・
[白0・HH]
円ru
↓Hr
g-
qH-Hω]
回、
↓
切、、・
[4N-m]
〉、
lゐミ・

[斗由・
ω]
吾
g
↓
子冊
目・
〔斗∞-
MN]
[(
吉岡]
↓
(〔同\
}凸・
[
E・
諸国E
S
nZ

Z
Rr
E百冊
↓
+
zur
E
B四・
[∞印・

l

Hω]
Hr
gE凹ど
↓
手同OE凹roE
F

[UD-

-
呂
町『O
B
HYO
↓
同門o
g・
[由H・
H・
2
見
守司
S
蜘]
P

E
仲
l
恒
三

釦
F
H
+
n
g
』y
〔由N・

l
酬
lr
s
鮒]
由
民
1
岳町h
p曲
界
|
回同〈・
[
8・

l

蝋
」い
吊〉
鰍]

二
件
10
5
竺
同
F
H
|
伺
2
d

円E
-
n
lurJ
パ
お
誌
尚
針

戸ニ

ロ
ロ
ng司
RdrJパ涼
尚件戸、.
[由ω・
lHD]
ggg
↓
S
Z88EU日常白

↓
自-
s
gt・
[HHN・
1HN]\
2・
EE\
↓
\o
p
cc
\・
[HHN・
1HH]
\叩「
曲r

Eロ\
↓\m
crcF\
〔
ミ
l
蝋

15油田口]一[
]
↓一日
山・
[

5・
1
5

N
GE
↓
刷、-
E-
[HN0・
諸国
言。]
+ロ
E
S
↓
+
z
s
z-
[HNH・

諸国=
5]
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+dif→一cmp; +onomat → +Onomat. [123. 規則包の直上]

heren → here. [123. 規則4] -voic→-voc. [124.規則9] I件}→

I#i}. [124.規則 10] by rule 27 or 28→by rule 29 or 30. [125.2] 

rule 11→rule 12. [131.ー11] ko，→ko)，. [131.ー5] Gengo no 

Hoohoo→Gengogaku no Hoohoo. [132.表] koomoriはumbrel­

la? murasaki2iro は green?? [146.下図右] + acc→+Acc. [148. 

-4] accent-assignment rule →accent placement rule. [165.-

16] p.195→p.161. [165. -4] p. 183→p. 152. [168.8] hikoogu'mo 

→hikookigu'mo. [169.1] hayari2uta→hayari・2uta. [169. 13] 

n-1→n+1. [170.8] a伍xed→a伍xes. [171.ー14， -10] p. 199→ 

p.163. [172. -4， -3， -2] doresu， hitodesu， hanasimasita， 

narimasitaの高の 線 は 中 高 の 線にすべし。[173.11] 2ittara' → 
2itta'ra. [175. -12] tabete の高の線は中高の線にすべし。 [175.

-9] [+acc →[+acc]. [176. 11] p.199→p.163. [176.ー5] p. 212 

→p. 173. [178. -3， -2] p. 171→p.141; 2ano→sono; sippo→2asi. 

[179. -8] 2ittaraの高の線は中高の線にすべし. [180.規則C-1.日

韓iMく一一〉の所M(モーラ)はまずかろう。 くー>は音節境界の位

置であるから長音節の場合は第1モーラの次lζ音節境界 はない。音
節記号Sを入れると他の部分にさしっかえる。if also以下の規則の

表現は十分明瞭でない。[181. 規則 C-2] rank非i→rank/(そうで
ないとtabe'/na &i“食べない"がtabe/n♂&i Iとなる) 0 [181. 8] 

pregeded→preceded. [182. 規則C-7] (rank @) とすべし。[192.7]

�→ �1Sl."'口92. -9] Mie →Hy∞go・ [194.6] falling→ 
rising， [198. 11， 13] 'saru &→'saru' &. [201. -4] be →by. 

'*・ * * 
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程Q時々吋f:\�増TI(j@'.l1J.k�ニ壁..w8く々や..6lm-14相g8�国語�iil�iêiS'��
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